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行　　　事曜日

中級英会話教室 19：00～20：30 社教センター
町議会議会運営委員会 13：00 役場木１
町議会全員協議会 9：00 役場
すくすく離乳食・育児教室10：00～12：00 かみん金２
東児童館「茶道教室」13：30
図書館映画会10：30 公民館土３

日日４
定期健康相談 9：00～11：30 かみん

月５
予防接種
  (三種混合・麻しん風しん・ヒブ・小児用肺炎球菌) 
　9：00～10：00(受付) 13：00～13：20(接種)
母子手帳交付・妊婦相談 11：00～11：45 かみん
行政相談・心配ごと相談 13：00～16：00 かみん

火６

農業委員会総会 傍 13：30 役場
水７

町議会第1回定例会 傍 公 9：00 議場 
健康体操（生命の貯蓄体操）講習会 
　13：00～15：00 社教センター
町立病院夜間診療 17：30～19：00（受付）
中級英会話教室 19：00～20：30社教センター

木８

広報かみふらの3月10日号発行
町議会第1回定例会 傍 公 9：00 議場金９
西児童館「におい袋を作ろう」 13：30

土１０

日日１１
定期健康相談 9：00～11：30 かみん

月１２
予防接種(ポリオ・ＢＣＧ・ヒブ・小児用肺炎球菌) 
　9：00～10：00(受付) 13：00～13：20(接種)
減る脂教室（生活習慣病予防教室）
　10：30～13：00 かみん
母子手帳交付・妊婦相談 11：00～11：45 かみん

火１３

町議会第1回定例会 傍 公 9：00 議場
マタニティ教室「いきいきママ」
　13：30～15：30 子どもセンター

水１４
町議会第1回定例会 傍 公 9：00 議場
育児教室（3か月児対象）「にこにこ赤ちゃん」
　13：30～15：30 子どもセンター
中級英会話教室 19：00～20：30 かみん

木１５

月のまちの行事予定

行　　　事曜日
町議会予算特別委員会 傍 公 9：00 議場
子育て講演会 10：00～11：30 子育て支援センター
発達支援センター講演会 18：30～20：00 かみん

金１６

土１７
道民家庭の日

日日１８
町議会予算特別委員会 傍 公 9：00 議場
定期健康相談 9：00～11：30 かみん月１９
春分の日春分の日
町民かんじきツアー 8：30 社教センター集合火火２０
町議会予算特別委員会 傍 公 9：00 議場

水２１
町議会予算特別委員会 傍 公 9：00 議場
町立病院夜間診療 17：30～19：00（受付）木２２
広報かみふらの3月25日号発行
町議会第1回定例会 傍 公 9：00 議場
献血車来町（町内3か所） 10：00～16：30

金２３
西児童館「落語口演会」 13：30
自主企画芸術鑑賞事業「子連れコンサート」
　13：30 社教センター

土２４

日日２５
定期健康相談 9：00～11：30 かみん
東児童館「春休み映画会」13：30月２６
予防接種
  (三種混合・麻しん風しん・ヒブ・小児用肺炎球菌) 
　9：00～10：00(受付) 13：00～13：20(接種)
母子手帳交付・妊婦相談 11：00～11：45 かみん

火２７

７か月児乳児相談（個別案内）
10か月児乳児相談（個別案内）
４か月児健康診査（個別案内）
１歳６か月児健康診査（個別案内）

水２８

木２９
すくすく離乳食・育児教室10：00～12：00 かみ
ん金３０

土３１

広報

かみふらの

 傍 …傍聴可　　公 …会議録を町政情報提供コーナーで公開　
「まちの行事予定」やお知らせコーナーに掲載している行事予定は、日時等が変更になる場合がありますので、主催者等にご確認をお願いします。

　忘れずに４月２日（月）までに納めましょう。
　　�介護保険料（第９期）
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の
ま
ち
づ
く
り

こ
れ
ま
で
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
指
針
に
基
づ
く
説
明
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た

今
回
は
、
Q
＆
A
で
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
、
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

協
働

問
合
せ

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

�
�
6
9
8
5

シリーズ

協 働 の ま ち づ く り

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

「
協
働
」
っ
て
町
広
報
誌
で
よ
く
見
か

け
る
け
ど
、
な
ぜ
必
要
な
の
で
す
か
？

こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
は
だ
め
な
の
で
す
か
。

ラ
フ
な
ど
の
資
材
を
用
意
し
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
労
力
を
提
供
し
側
溝
整
備
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
現
在
は
、
町
が
工
事
を

行
う
会
社
に
一
切
を
発
注
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
行
政
の
役
割
が
拡
大
を
続
け
て
き

ま
し
た
。

　

現
在
は
、
経
済
成
長
ど
こ
ろ
か
、
景
気
の

低
迷
が
長
く
続
い
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
、
国
内
総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）に
対
し

て
、
な
ん
と
借
金
が
約
２
倍
と
、
こ
れ
は
世

界
最
悪
の
数
字
を
独
走
し
て
い
る
の
で
す
。

ギ
リ
シ
ャ
よ
り
悪
い
の
で
す
。
た
だ
、
国
民

か
ら
の
借
金（
国
債
）が
ほ
と
ん
ど
で
、
資
産

も
多
い
の
で
、
他
の
先
進
国
と
同
じ
よ
う
な

財
政
状
況
で
深
刻
な
状
態
で
は
な
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
と
は
言
っ
て
も
心
配
で
す

ね
。

　

ま
た
、
世
界
一
高
齢
化
の
進
展
が
早
い
日

本
で
は
、
今
の
ま
ま
で
は
、
将
来
の
年
金
制

度
を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、

「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
が
議
論
さ

れ
て
い
る
最
中
で
す
。

　

地
方
分
権
と
か
地
域
主
権
と
言
わ
れ
て
い

協
働
と
は
、
行
政
と
市
民
、
市
民
と
市

民
が
共
通
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

協
力
し
て
活
動
す
る
こ
と
で
す
。

　

地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
協

働
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
効
率
的
に
な
る
こ

と
や
、
課
題
解
決
に
向
け
て
活
動
の
質
の
向

上
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
補
足

　

右
肩
上
が
り
の
経
済
成
長
に
支
え
ら
れ
、

行
政（
役
場
）は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
広
げ
て

き
ま
し
た
。
一
例
を
あ
げ
る
と
、
住
民
会
が

取
り
組
ん
で
い
た
側
溝
整
備
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
住
民
会
長
が
地
域
の
意
見
を
取
り
ま

と
め
、
役
場
に
要
望
し
、
役
場
は
機
械
や
ト

ま
す
。
今
や
国
に
お
任
せ
で
は
な
く
、
自
分

た
ち
み
ん
な
で
創
意
工
夫
し
て
「
ま
ち
づ
く

り
」
を
し
て
い
く
時
代
が
待
っ
た
な
し
で
来

て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
し
た
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
目
線
に
よ
る
無
駄
を
省
い
た

町
政
運
営
、
必
要
な
と
こ
ろ
に
は
し
っ
か
り

予
算
を
付
け
る
、
そ
の
た
め
に
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
が
参
画
す
る
納
得
の
い
く
ま
ち
づ
く

り
、
そ
れ
が
「
協
働
」
の
ま
ち
づ
く
り
で
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
っ
て
、
何
を
し
た

ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
。　

町
で
は
、
町
政
に
対
す
る
意
見
を
聞
く

場
と
し
て
委
員
の
公
募
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
制
度
、
町
民
ポ
ス
ト
、
町
長
と
語

ろ
う
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
や

提
案
を
町
政
に
反
映
さ
せ
、
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

�
各
委
員
会
委
員

　

各
委
員
会
な
ど
の
委
員
を
決
め
る
と
き
、

各
団
体
か
ら
の
推
せ
ん
と
住
民
か
ら
の
一
般

公
募
を
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
応
募
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
委
員
と
し
て
参
画
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
多
様
な
人
材
の
ご
意
見
を
町
政

に
反
映
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
男
性
に

限
ら
ず
、
よ
り
多
く
の
女
性
の
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

ど
う
や
っ
て
町
政
に
参
画
す
る
の
？

自
治
会
や
団
体
に
加
入
し
、
い
ろ
い
ろ

な
人
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
地
域
で
の
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
は
自
治
会
へ
、
ま
た
そ
の
他

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
行
い
た
い
場
合

に
は
そ
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
へ
加
入

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
自
治
会
な
ど
に
加
入
し
、
い
ろ
い

ろ
な
人
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
構
築

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

�
補
足

　

何
か
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ
と
で

や
っ
て
み
た
い
こ
と
、
興
味
の
あ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
少
子
高
齢
化
の
波
が
押
し

よ
せ
る
な
か
、
子
育
て
支
援
や
高
齢
者
福

祉
、
福
島
の
原
発
事
故
も
あ
り
ま
し
た
。
環

境
問
題
と
か
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
な
ど
、
同
じ
考

え
を
持
つ
人
が
集
ま
っ
た
ら
、
何
か
面
白
い

こ
と
、
や
り
が
い
の
あ
る
こ
と
が
見
つ
か
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
、
こ
う
い
う
活
動
を
し
よ
う
と
い

う
グ
ル
ー
プ（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
い
い
ま
す
。）や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
を
応
援
し
よ
う
と
い
う
制
度
も
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
こ
と
、
ど
ん
な
こ

と
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
ご
質
問
、
ご
意
見
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

�



シリーズ

協 働 の ま ち づ く り

　

前
号
の
近
代
家
族
に

続
い
て
今
回
は
、
近
代

家
族
と
男
女
共
同
参
画

の
関
連
を
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

日
本
は
、
子
ど
も
、
主
婦
、
高
齢
者
、

労
働
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
だ
け
を
果

た
す
「
近
代
家
族
」
を
や
っ
て
き
ま
し

た
。「
男
だ
か
ら
、
女
だ
か
ら
」
と
い
う

こ
と
で
始
め
か
ら
役
割
が
決
め
ら
れ
た

世
の
中
で
す
。

　

日
本
は
、「
近
代
家
族
」
を
や
っ
て
き

た
こ
と
で
、
今
の
よ
う
な
豊
か
さ
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

れ
が
日
本
で
男
女
共
同
参
画
社
会
が
進

ま
な
い
理
由
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

先
進
地
で
あ
る
北
欧
ど
こ
ろ
か
ア
ジ
ア

の
中
で
も
遅
れ
て
い
ま
す
。

　

2
0
0
6
年
で
女
性
の
国
会
議
員
を

比
較
す
る
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、　
47.3

％
、
日
本
は
、　

％
と
び
っ
く
り
す
る

9.4

よ
う
な
開
き
が
あ
り
ま
す
。

　

女
性
は
、
人
口
の
半
分
、
労
働
力
人

口
の
４
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
今

や
専
業
主
婦
は
少
な
く
、「
共
稼
ぎ
」
と

い
う
言
葉
が
死
語
と
思
え
る
ほ
ど
夫
婦

と
も
に
働
く
こ
と
が
普
通
と
な
っ
て
い

共
同
参
画
社
会

共
同
参
画
社
会 ��

る
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
大

切
な
こ
と
を
決
め
る
場
に
女
性
が
少
な

い
の
で
す
。

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
も
避
難
所

の
運
営
を
男
性
だ
け
で
行
い
、
困
っ
た

こ
と
が
起
き
て
い
ま
し
た
。
着
替
え
や

授
乳
す
る
場
所
が
な
い
、
下
着
が
干
せ

な
い
な
ど
女
性
に
必
要
な
配
慮
が
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
長
期
間
過
ご
す

場
所
で
す
か
ら
、
大
き
な
ス
ト
レ
ス
に

な
り
ま
す
。

　

女
性
が
運
営
側
に
い
る
避
難
所
は
、

女
性
用
の
だ
ん
ら
ん
ス
ペ
ー
ス
を
作

り
、
そ
こ
が
情
報
交
換
、
着
替
え
や
授

乳
の
場
と
な
り
、
乳
幼
児
の
い
る
家
庭

に
は
専
用
の
部
屋
、
ま
た
、
女
性
用
物

干
し
場
、
男
女
別
で
お
風
呂
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
女
性

の
視
点
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

男

女

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
委
員
の

改
選
に
伴
い
、
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
ど

う
す
べ
き
か
協
議
し
ま
す
。

　

話
し
や
す
い
雰
囲
気
で
協
議
し
ま
す
。
ぜ

ひ
応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員　

４
人

応
募
資
格　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
町
民
の

18

70

方
任
期　

平
成　

年
４
月
〜
平
成　

年
３
月

24

26

申
込
期
限　

３
月　

日（
水
）

21

申
込
み
・
問
合
せ　

　

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

　
�
�
6
9
8
5

�
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
は
、
何
か
の

計
画
を
立
て
た
り
、
大
き
な
事
業
を
す
る
場

合
に
、
計
画
の
案
の
段
階
で
意
見
を
い
た
だ

き
、
そ
の
意
見
を
考
慮
し
て
計
画
や
事
業
を

進
め
ま
す
。

�
町
民
ポ
ス
ト

　

町
内
9
か
所
に
「
町
民
ポ
ス
ト
」
が
設
置

し
て
あ
り
ま
す
。「
あ
な
た
の
声
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
」
と
あ
る
よ
う
に
皆
さ
ん
の
意

見
を
町
政
運
営
に
反
映
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。　

�
町
長
と
語
ろ
う

　

団
体
や
グ
ル
ー
プ
で
テ
ー
マ
を
決
め
、
町

長
と
直
接
意
見
交
換
が
で
き
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
委

員
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

�

【除雪ボランティア】

【協働のまちづくり推進委員会】



�

お知らせ
ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

介
護
保
険
事
業
運
営
協
議
会
委
員

保
健
福
祉
課 
介
護
保
険
班

�
�
6
9
8
7

　

平
成　

年
か
ら
第
５
期
介
護
保
険

２４

事
業
計
画
・
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
町

で
は
介
護
保
険
事
業
運
営
協
議
会
委

員（
上
富
良
野
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
運
営
協
議
会
委
員
を
兼
ね

る
）を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

2
人

応
募
資
格　
　

歳
以
上　

歳
以
下
の

40

69

町
民

任
期　

3
年（
平
成　

年
〜　

年
度
）

24

26

申
込
期
限　

3
月　

日（
月
）

１９

申
込
方
法　

電
話
又
は
直
接
窓
口
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
班

　
�
�
6
9
8
7

募
集
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
運
営
協
議
会
委
員

町
民
生
活
課 
総
合
窓
口
班

�
�
6
9
8
5

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
運
営
協
議
会
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

応
募
資
格　

道
内
に
在
住
す
る
満　
２０

歳
以
上
の
方
で
、
札
幌
市
で
開
催

さ
れ
る
会
議
に
出
席
で
き
る
方

※
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
会
議
員
、

国
家
公
務
員
、
地
方
公
務
員
、
本

広
域
連
合
の
他
の
附
属
機
関
な
ど

の
委
員
を
除
き
ま
す
。

募
集
人
数　

５
人

任
期　

平
成　

年
７
月
〜
平
成　

年

２４

２６

６
月
ま
で（
予
定
）

申
込
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
「
高
齢
者
の
健
康
と
医

療
制
度
」に
つ
い
て
の
小
論
文（　
４００

〜　

字
程
度
）と
と
も
に
郵
送
又

８００
は
電
子
メ
ー
ル
で
送
付
、
又
は
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

※
各
市
町
村
の
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
担
当
窓
口
へ
持
参
し
て
も
構
い

ま
せ
ん
。

募
集
期
間　

３
月
１
日（
木
）〜
４
月

　

日（
金
）

２７
報
酬　

１
日
に
つ
き
５
千
円

申
込
み
・
問
合
せ

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

　

合
総
務
班　

　
�
0
1
1
‐
2
9
0
‐
5
6
0
1

　

〒 　

‐
0
0
6
2 
札
幌
市
中
央
区

060

　

南
2
条
西　

丁
目
国
保
会
館
６
階

14

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

国
民
年
金

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

町
民
生
活
課 
総
合
窓
口
班

�
�
6
9
8
5

　

年
金
加
入
記
録
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
確
認
で
き
る
「
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
」
が
始
ま
り
ま

し
た
。
ご
自
宅
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
が
な
い
方
は
、
町
が
代
理
で

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
」
の

年
金
加
入
記
録
を
印
刷
し
て
お
渡
し

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

加
入
記
録
の
照
会
を
希
望
す
る
場

合
は
、
次
の
申
請
に
必
要
な
も
の
を

持
参
し
、
町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

（
窓
口
番
号
②
）で
申
請
く
だ
さ
い
。

　

代
理
人
の
方
が
申
請
す
る
場
合
は

委
任
状
が
必
要
で
す
。
委
任
状
は
窓

口
に
あ
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

�
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の
、

又
は
照
会
番
号
の
わ
か
る
も
の

※
照
会
番
号
と
は
、
年
金
定
期
便
な

ど
に
記
載
さ
れ
て
い
る
照
会
用
の

番
号
で
す
。

�
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
を
確
認

で
き
る
本
人
確
認
書
類（
運
転
免

許
証
、
健
康
保
険
証
、
住
民
票
、

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

※
代
理
人
申
請
の
場
合
は
本
人
と
代

理
人
両
方
の
本
人
確
認
書
類
が
必

要
で
す
。

�
印
鑑（
代
理
人
申
請
の
場
合
は
代

理
人
の
印
鑑
）

�
委
任
状（
代
理
人
申
請
の
場
合
）

※
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で
加
入
記
録
を

確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
年
金
事

務
所
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
�
�
６
９
８
５

　

旭
川
年
金
事
務
所

　
�
０
１
６
６�
１
６
１
１

soum
u@
iryokouiki-hokkaido.jp

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

保
健
福
祉
課 
子
育
て
支
援
班

�
�
6
9
8
7

　

依
頼
会
員（
子
育
て
の
援
助
を
受

け
た
い
方
）と
、
提
供
会
員（
援
助
を

行
い
た
い
方
）が
、
子
育
て
を
支
え

合
う
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
を
利
用
す
る
に
は
、
会

員
登
録
が
必
要
で
す
。
登
録
料
や
年

会
費
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

依
頼
会
員（
援
助
を
受
け
た
い
方
）

　

町
内
に
在
住
又
は
在
勤
で
、
お
お

む
ね
６
か
月
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で

の
子
ど
も
の
子
育
て
援
助
を
希
望
す

る
方

提
供
会
員（
援
助
を
行
い
た
い
方
）

　

町
内
在
住
の　

歳
以
上
で
、
子
育

20

て
の
援
助
を
行
え
る
方

※
資
格
や
経
験
、
性
別
は
問
い
ま
せ

ん
。

両
方
会
員　

依
頼
会
員
と
提
供
会
員

の
両
方
を
希
望
す
る
方

内
容　

提
供
会
員
さ
ん
の
自
宅
で
の

お
子
さ
ん
の
預
か
り
、
幼
稚
園
や

保
育
所
へ
の
送
迎
な
ど

※
ほ
か
に
も
セ
ン
タ
ー
が
認
め
る
範

囲
で
状
況
に
応
じ
た
援
助
が
で
き

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

※
援
助
活
動
中
の
事
故
に
備
え
、
補

償
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

会
員
登
録
に
必
要
な
も
の

　

顔
写
真
２
枚（
縦
３�
×
横　
�
）

2.5

申
込
み
・
問
合
せ

　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

　
�
�
6
5
0
1

　

保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　
�
�
6
9
8
7

開
催
し
ま
す

健
康
体
操
講
習
会

町
民
生
活
課 
総
合
窓
口
班

�
�
6
9
8
5

　

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
が
普

及
促
進
し
て
い
る
健
康
体
操
の
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

３
月
８
日（
木
）　　

時
〜　

13

15

時
場
所　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

講
師　

工
藤
晴
美
氏（
生
命
の
貯
蓄

体
操
道
北
総
支
部
長
）

参
加
料　

無
料

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
運
動
の
で

き
る
服
装
な
ど

問
合
せ　

　

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
�
�
6
9
8
5



�

お知らせ
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

町
民
か
ん
じ
き
ツ
ア
ー

教
育
振
興
課 
社
会
教
育
班

�
�
5
5
1
1

　

町
民
か
ん
じ
き
ツ
ア
ー
を
開
催
し

ま
す
。

日
時　

３
月　

日（
火
）　

20

８
時　

分　

社
会
教
育
総
合
セ
ン

３０
タ
ー
集
合

　

時　

分　

社
会
教
育
総
合
セ
ン

14

30
タ
ー
到
着

場
所　

十
勝
岳
地
区

対
象　

小
学
４
年
生
以
上
の
町
民

参
加
料　

一
人　

円
５００

※
バ
ス
代
、
保
険
料
含
む
。

定
員　
　

人
２０

持
ち
物　

か
ん
じ
き
、
ス
ト
ッ
ク
、

昼
食
、
飲
み
物

申
込
み　

３
月　

日（
水
）ま
で
に
参

14

加
料
を
添
え
て
社
会
教
育
総
合
セ

ン
タ
ー
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

�
か
ん
じ
き
、
ス
ト
ッ
ク
は
貸
し
出

し
で
き
ま
す
。

�
白
銀
荘
で
昼
食
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
入
浴
す
る
場
合
は
別
途
料
金

が
か
か
り
ま
す
。

�
山
登
り
に
適
し
た
暖
か
い
格
好
で

参
加
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

　

教
育
振
興
課
社
会
教
育
班

　
�
�
5
5
1
1

有
料
広
告
の
募
集

ご
み
袋
の
有
料
広
告

町
民
生
活
課 
生
活
環
境
班

�
�
6
9
8
5

　

町
で
は
、
一
般
ご
み
袋
に
掲
載
す

る
有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

広
告
掲
載
の
対
象

　

町
内
の
事
業
所
、
団
体
及
び
個
人

で
、
世
帯
全
員
が
町
税
を
完
納
し
て

い
る
方

掲
載
規
格　

　

1
コ
マ　

縦　
�
×
横　
�

17

17

作
成
予
定
枚
数
・
料
金

�
一
般
ご
み
袋（　
�
）　　

万
枚　

45

14

　

1
コ
マ　

7
万
円

�
一
般
ご
み
袋（　
�
）　

8
万
枚

30

　

1
コ
マ　

4
万
円

�
不
燃
ご
み
袋（　
�
）　

6
万
枚

45

　

1
コ
マ　

3
万
円

�
不
燃
ご
み
袋（　
�
）　

6
万
枚

30

　

1
コ
マ　

3
万
円

受
付
締
切　

３
月　

日（
金
）

１６

問
合
せ

　

町
民
生
活
課
生
活
環
境
班

　
�
�
6
9
8
5

町
営
住
宅

入
居
者
募
集

町
民
生
活
課 
生
活
環
境
班

�
�
6
9
8
5

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。

入
居
者
募
集
町
営
住
宅

　

入
居
者
募
集
町
営
住
宅
は
下
表
の

と
お
り
で
す
。
募
集
戸
数
は
そ
れ
ぞ

れ
１
戸
で
す
。
家
賃
は
所
得
に
応
じ

て
決
定
し
ま
す
。

�
西
町
団
地（
西
町
２
丁
目
２
番
）

�
扇
町
団
地（
扇
町
１
丁
目
２
番
）

※
ト
イ
レ
は
汲
み
取
り
式
で
す
。

入
居
の
条
件

①
同
居
す
る
親
族（
夫
婦
、
親
子
、
兄

弟
姉
妹
な
ど
）の
あ
る
方

②
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

③
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

④
申
込
者
、
同
居
者
が
暴
力
団
員
で

な
い
こ
と

⑤
団
地
内
の
美
化
清
掃
、
除
雪
に
努

め
、
地
域
活
動
に
参
加
で
き
る
方

住
宅
使
用
料（
家
賃
額
）　

左
表
の
と

お
り
で
す
。
収
入
及
び
世
帯
構
成

に
よ
り
、
家
賃
の
変
動
が
あ
り
ま

す
。
入
居
の
際
に
は
、
家
賃
の
３

か
月
分
の
敷
金
が
必
要
で
す
。

敷
地
使
用
料　

割
り
当
て
の
庭
以
外

に
物
置
・
車
庫
な
ど
を
建
て
る
場

合
は
、
１�
あ
た
り　

円（
月
額
）

３０

の
敷
地
使
用
料
が
か
か
り
ま
す
。

申
込
方
法

�
募
集
期
間　

２
月　

日（
月
）〜
３

２７

月　

日（
金
）

２３

�
提
出
書
類

①
入
居
申
込
書

②
納
税
状
況
確
認
同
意
書（
町
内
の

方
）又
は
完
納
証
明
書（
町
外
の

方
、
納
税
義
務
の
あ
る
世
帯
全
員

分
）

③
所
得
の
あ
る
世
帯
全
員
分
の
源
泉

徴
収
票
又
は
所
得
証
明
書

④
住
宅
困
窮
度
判
定
基
準
調
査
表

�
書
類
の
受
け
渡
し　

町
民
生
活
課

生
活
環
境
班

�
入
居
者
の
選
考　

住
宅
困
窮
度
判

定
基
準
に
よ
り
入
居
者
を
選
考
し

ま
す（
同
点
の
場
合
は
抽
選
）。
判

定
基
準
の
確
認
の
た
め
現
在
の
住

居
に
う
か
が
う
場
合
が
あ
り
ま

す
。
選
考
結
果
は
3
月　

日
ま
で

３０

に
通
知
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

町
民
生
活
課
生
活
環
境
班

　
�
�
６
９
８
５

自
主
企
画
芸
術
鑑
賞
事
業

教
育
振
興
課 
社
会
教
育
班

�
�
5
5
1
1

　

幼
児
、
児
童
を
対
象
と
し
た
福
祉

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月　

日（
土
）

２４

　
　
　
　

時　

分　

開
場

１３

１５

　
　
　
　

時　

分　

開
演

１３

３０

場
所　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
ラ

ウ
ン
ジ

鑑
賞
料　

無
料

問
合
せ

　

東
海
林
直
樹（
歌
三
昧
の
会
代
表
）

　
�
�
３
２
９
３

入居者募集町営住宅
�西町団地（西町２丁目２番）　ブロック造平屋

住宅使用料入居人数間取り住所

6,300円～１人以上２ＤＫ
（42.99�）４９号（Ｓ５０）

7,000円～２人以上３ＤＫ
（49.14�）３２号（Ｓ４９）

7,400円～２人以上３ＤＫ
（50.01�）４１号（Ｓ５０）

7,800円～２人以上３ＤＫ
（51.30�）５８号（Ｓ５１）

�扇町団地（扇町１丁目２番）　ブロック造平屋

住宅使用料入居人数間取り住所

7,600円～２人以上３ＤＫ
（51.30�）１０号（Ｓ５０）

9,800円～２人以上３ＤＫ
（59.73�）４３号（Ｓ５３）

9,000円～２人以上３ＤＫ
（57.08�）５５号（Ｓ５２）

7,400円～２人以上３ＤＫ
（50.01�）７６号（Ｓ５０）

※ＴＶアンテナ・照明器具・ガス台・暖房器具・浴槽・
風呂釜・給湯設備・網戸などは入居者で設置していた
だくことになります。



�

お知らせ
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富
良
野
警
察
署

�
�
０
１
１
０

上
富
良
野
交
番

�
�
２
０
３
９

１月の町内交通事故発生状況
（　）は前年比較

毎毎月月1155日日はは『『道道民民交交通通安安全全のの日日』』

(－３)１：人身事故発生件数
(±０)０：死 者 数
(－５)１：傷 者 数
(＋７)２９：物 損 件 数

地域に密着した情報を配信中�富良野警察署ホームページ http://www.furano-syo.police.pref.hokkaido.jp/

交番
ミニ
広報紙

�
落
ち
着
こ
う
、
振
り
込
む
前
に

相
談
を

　

振
り
込
め
詐
欺
や
オ
レ
オ
レ
詐

欺
な
ど
は
、
被
害
者
の
弱
み
や
親

子
の
情
愛
な
ど
に
つ
け
込
ん
で
被

害
者
を
だ
ま
し
、
現
金
を
振
り
込

ま
せ
る
悪
質
な
犯
罪
で
す
。
不
審

な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
り
、
身

に
覚
え
の
な
い
メ
ー
ル
な
ど
が
送

ら
れ
て
き
た
ら
、
警
察
や
家
族
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

�
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

家
族
間
の
親
愛
の
情
を
逆
手
に

　

春
休
み
か
ら
新
学
期
に
か
け

て
、
卒
業
、
進
学
、
進
級
に
伴
う

生
活
環
境
の
変
化
か
ら
、
少
年
が

飲
酒
、
喫
煙
な
ど
の
非
行
や
犯
罪

の
被
害
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
少
な
く

な
い
こ
と
か
ら
、
次
の
点
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

�
親
子
の
会
話
や
家
族
の
団
ら
ん

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

�
犯
罪
、

薬
物
な

ど
を
断

る
勇
気

を
持
ち

ま
し
ょ

う
。

取
る
犯
罪
で
あ
る
た
め
、
日
頃
か

ら
家
族
間
で
相
互
に
連
絡
を
取
り

合
い
、
近
況
を
報
告
し
な
が
ら
、

お
互
い
に
注
意
し
合
い
、「
家
族

の
絆
」
で
被
害
を
防
止
し
ま
し
ょ

う
。

�
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
雪
が
解
け

た
り
、
積
も
っ
た
り
を
繰
り
返

し
、
天
候
が
変
わ
り
や
す
い
状
態

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

常
に
路
面
状
況
や
他
車
と
の
車

間
距
離
を
意
識
し
た
運
転
に
努

め
、
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ

う
。

交
通
事
故
防
止

詐
欺
の
被
害
防
止

少
年
の
非
行
防
止

採
用
試
験

国
家
公
務
員
採
用
試
験

総
務
課 
総
務
班�
�
6
4
0
0

　

国
家
公
務
員
の
採
用
試
験
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

総
合
職
試
験（
院
卒
者
）

�
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２
日

５７

以
降
生
ま
れ
で
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

�
大
学
院
修
士
課
程
又
は
専
門
職
大

学
院
の
課
程
を
修
了
し
た
方
、
平

成　

年
３
月
ま
で
に
大
学
院
修
士

２５
課
程
を
修
了
す
る
見
込
み
の
方

�
人
事
院
が�
と
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
る
方

�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間　

　

４
月
２
日（
月
）〜
９
日（
月
）

�
第
１
次
試
験
日　

４
月　

日（
日
）

２９

総
合
職
試
験（
大
卒
者
）

�
受
験
資
格　

�
昭
和　

年
４
月
２
日
〜
平
成
３
年

５７

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

�
平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

�
大
学
卒
の
方
、
平
成　

年
３
月

２５

ま
で
に
大
学
卒
見
込
み
の
方

�
人
事
院
が�
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
方　

�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間　

　

４
月
２
日（
月
）〜
９
日（
月
）

�
第
１
次
試
験
日　

４
月　

日（
日
）

２９

一
般
職
試
験（
大
卒
者
）

�
受
験
資
格

�
昭
和　

年
４
月
２
日
〜
平
成
３
年

５７

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

�
平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

�
大
学
卒
の
方
、
平
成　

年
３
月

２５

ま
で
に
大
学
卒
見
込
み
の
方
、

人
事
院
が
こ
れ
ら
の
方
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

�
短
大
又
は
高
専
卒
の
方
、
平
成

　

年
３
月
ま
で
に
短
大
又
は
高

２５専
卒
見
込
み
の
方
、
人
事
院
が

こ
れ
ら
の
方
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
方

�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間　

　

４
月　

日（
火
）〜　

日（
木
）

10

19

�
第
１
次
試
験
日　

6
月　

日（
日
）

17

一
般
職
試
験（
高
卒
者
）

�
受
験
資
格　

�
平
成　

年
４
月
１
日
現
在
、
高
校

２４

又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
２
年
を

経
過
し
て
い
な
い
方
、
平
成　

年
２５

３
月
ま
で
に
高
校
又
は
中
等
教
育

学
校
卒
業
見
込
み
の
方

�
人
事
院
が�
と
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
る
方

�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間　

　

6
月　

日（
火
）〜
7
月
5
日（
木
）

26

�
第
１
次
試
験
日　

９
月
９
日（
日
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

問
合
せ

　

人
事
院
北
海
道
事
務
局
第
二
課
試

験
係

　
�
0
1
1
‐
2
4
1
‐
1
2
4
8

ken.htm
l

定
期
利
用

社
会
体
育
施
設
・
公
民
館
施
設

教
育
振
興
課 
社
会
教
育
班

�
�
5
5
1
1

　

平
成　

年
度
前
期（
５
月
〜　

月
）

２４

１０

社
会
体
育
施
設
及
び
公
民
館
施
設
の

定
期
利
用
に
つ
い
て
希
望
の
あ
る
方

は
、
体
育
施
設
は
社
会
教
育
総
合
セ

ン
タ
ー
窓
口
に
利
用
希
望
調
査
票

を
、
公
民
館
利
用
は
公
民
館
へ
使
用

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

３
月　

日（
水
）

１４

定
期
利
用
団
体
会
議

�
体
育
施
設

　

３
月　

日（
水
）　　

時

２１

19

　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
ラ
ウ
ン
ジ

�
公
民
館
施
設

　

３
月　

日（
木
）　　

時　

分

２２

18

30

　

公
民
館

問
合
せ

　

体
育
施
設

　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

　
�
�
5
5
1
1

　

公
民
館
施
設

　

公
民
館

　
�
�
3
1
5
8

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/ju
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十
勝
岳
の
火
山
活
動
概
報
（
２
０
１
2
年
1
月
）

『
活
動
状
況
及
び
予
報
警
報
事
項
』　

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
１　

平
常

　

地
震
活
動
、
噴
煙
活
動
と
も
に
お
お
む
ね
静
穏
に
経
過
し
て
お
り
、
火
口
周
辺

に
影
響
を
及
ぼ
す
噴
火
の
兆
候
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
2
0
0
6
年
か
ら
み
ら
れ

て
い
る　

‐
２
火
口
直
下
浅
部
の
膨
張
を
示
す
地
殻
変
動
は
現
在
も
続
い
て
お
り

６２

火
山
活
動
の
推
移
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

平
成　

年　

月　

日
に
噴
火
予
報（
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
１　

平
常
）を
発
表
し
ま

２０

１２

１６

し
た
。
そ
の
後
、
予
報
警
報
事
項
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

『
噴
煙
及
び
熱
活
動
』

　
　

‐
２
火
口
の
噴
煙
の
高
さ
は
火
口
縁
上　

ｍ
以
下
で
、
噴
煙
活
動
は
低
調
に

６２

200

経
過
し
ま
し
た
。
大
正
火
口
の
噴
気
の
高
さ
は
火
口
上　

ｍ
以
下
で
、
2
0
1
0

100

年
５
月
頃
か
ら
噴
気
量
が
や
や
多
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

『
地
震
活
動
』

　

今
期
間
発
生
し
た
火
山
性
地
震
は
少
な
く
、
地
震
活
動
は
お
お
む
ね
低
調
に
経

過
し
ま
し
た
。
震
源
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
火
口
周
辺

及
び
旧
噴
火
口
付
近
の
浅
い
所
に
分
布
し
ま
し

た
。
２
日
２
時　

分
と　

日　

時　

分
に
そ
れ

４３

２０

１５

２６

ぞ
れ
振
幅
が
小
さ
く
継
続
時
間
の
短
い
火
山
性

微
動
が
発
生
し
ま
し
た
。
微
動
の
発
生
前
後
で

火
山
活
動
に
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

『
地
殻
変
動
』

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
連
続
観
測
で
は
、　

‐
２
火
口
に
近

６２

い
前
十
勝
観
測
点
に
お
い
て
浅
部
の
膨
張
を
示

す
と
考
え
ら
れ
る
変
動
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
よ
り
広
域
の
地
殻
変
動
を
示
す
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

問
合
せ　

旭
川
地
方
気
象
台
技
術
課　�
０
１
６
６�
６
３
６
８

注
意
し
ま
し
ょ
う

冬
の
事
故
防
止

上
富
良
野
消
防
署�
�
2
1
1
9

　

消
防
の
視
点
か
ら
、
次
の
注
意
事

項
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

�
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
ガ
ス
ボ
ン
ベ

　

屋
根
か
ら
の
落
雪
で
、
ホ
ー
ム
タ

ン
ク
や
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
配
管
が
破
損

し
、
灯
油
や
ガ
ス
が
漏
れ
る
事
故
が

起
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
積
雪
状

況
を
確
認
し
、
保
護
カ
バ
ー
を
取
り

付
け
る
な
ど
し
て
、
未
然
に
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

�
暖
房
器
具

　

暖
房
器
具
の
不
具
合
に
よ
る
出
火

や
、
周
囲
の
物
へ
の
着
火
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
暖
房
器
具
を
作
動
さ
せ
た

ま
ま
、
そ
の
場
を
長
時
間
離
れ
る
こ

と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

�
除
雪
機
の
使
用

　

挟
ま
れ
る
な
ど
の
重
大
な
事
故
を

防
ぐ
た
め
、
次
の
点
に
注
意
し
、
安

全
管
理
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

�
除
雪
機
の
使
用
中
は
絶
対
に
人
を

近
づ
け
な
い
。

�
雪
詰
ま
り
を
取
り
除
く
と
き
は
エ

ン
ジ
ン
を
停
止
し
て
雪
か
き
棒
を

使
用
す
る
。

問
合
せ

　

上
富
良
野
消
防
署

　
�
�
2
1
1
9

介
護
保
険

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

保
健
福
祉
課 
介
護
保
険
班

�
�
6
9
8
7

　

普
通
徴
収
の
介
護
保
険
料
は
、
納

付
書
で
の
納
付
に
な
り
ま
す
。

　

納
め
忘
れ
の
あ
る
場
合
は
、
お
近

く
の
金
融
機
関（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を

除
く
）又
は
会
計
課
窓
口
で
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。
納
期
限
が
過
ぎ
て
い

る
納
付
書
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
利
用
で
き
ま
す
の

で
、
納
付
書
・
預
貯
金
通
帳
・
印
鑑

を
持
参
し
、
ご
利
用
の
金
融
機
関
で

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
翌
月
末

　

歳
に
到
達
さ
れ
た
方

６５保
健
福
祉
課 
介
護
保
険
班

�
�
6
9
8
7

　

介
護
保
険
料
は
満　

歳
に
な
っ
た

65

月
か
ら
、
住
所
を
有
す
る
介
護
保
険

者（
市
区
町
村
）に
直
接
納
め
ま
す
。

補
助
し
ま
す

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
な
ど

町
民
生
活
課 
生
活
環
境
班

�
�
6
9
8
5

　

平
成　

年
度
中
に
合
併
処
理
浄
化

24

槽
の
設
置
を
予
定
し
、
補
助
を
希
望

す
る
方
は
、
忘
れ
ず
に
期
限
ま
で
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
の
申

出
期
限
は
、
3
月　

日（
水
）で
す
。

14

　

詳
し
く
は
広
報
か
み
ふ
ら
の
1
月

　

日
号
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
合

25せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

町
民
生
活
課
生
活
環
境
班

　
�
�
6
9
8
5

ご
協
力
を

献
血
車

保
健
福
祉
課 
健
康
推
進
班

�
�
6
9
8
7

　

３
月　

日（
金
）に
献
血
車
が
来
町

２３

し
ま
す
。
多
数
の
方
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ふ
じ
ス
ー
パ
ー
駐
車
場

　

時
〜　

時

１０

１２

役
場
正
面
玄
関
前

　

時
〜　

時

１３

１５

Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
上
富
良
野
支
所
駐
車
場

　

時　

分
〜　

時　

分

１５

１５

１６

３０

　
　

歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
の

65
納
付
は
、
原
則
、
特
別
徴
収（
年
金
か

ら
天
引
き
）で
す
が
、　

歳
に
年
齢

65

到
達
し
た
年
度
は
普
通
徴
収（
納
付

書
に
よ
る
納
付
）と
な
り
ま
す
。

　

普
通
徴
収
は
納
付
書
で
直
接
、
介

護
保
険
者
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
納

め
て
い
な
い
場
合
は
、
お
近
く
の
金

融
機
関
又
は
会
計
課
窓
口
で
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
班

　
�
�
6
9
8
7

日
か
ら
口
座
振
替
が
開
始
さ
れ
ま

す
。

問
合
せ

　

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
班

　
�
�
6
9
8
7
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�

富
良
野
圏
域

住
民
講
座

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

�
�
２
６
１
９

　

住
民
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
い

ず
れ
も
時
間
は　

時　

分
か
ら　

時

１８

30

20

ま
で
、
定
員
は　

人
で
す
。

10

エ
ク
セ
ル
応
用
コ
ー
ス

�
日
時　

３
月
6
、
8
、　

、　

日

13

15

�
内
容　

よ
く
使
わ
れ
る
関
数（
合

計
、
平
均
、
四
捨
五
入
、
日
付

な
ど
）の
学
習
。

�
受
講
料　

７
千
円

エ
ク
セ
ル
実
用
コ
ー
ス

�
日
時　

３
月　

、　

日

19

22

�
内
容　

並
べ
替
え
、
抽
出
、
シ
ー

ト
操
作（
挿
入
・
削
除
・
名
前
の

変
更
・
コ
ピ
ー
・
順
序
の
入
替

え
）の
学
習
。

�
受
講
料　

４
千　

円
500

問
合
せ

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　
�
�
2
6
1
9

免
許
更
新
時
講
習

町
民
生
活
課 
生
活
環
境
班

�
�
６
９
８
５

▼
初
回
講
習（　

分
）

３０

　

3
月
9
日（
金
）　　

時
１３

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

▼
優
良
講
習（　

分
）

３０

　

3
月
5
日（
月
）　　

時
１３

　

3
月　

日（
木
）　　

時

15

１３

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　

3
月　

日（
火
）　　

時

13

18

　

中
富
良
野
町
公
民
館

▼
一
般
講
習（
１
時
間
）

　

3
月
5
日（
月
）　　

時
１４

　

3
月　

日（
木
）　　

時

15

１４

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

▼
違
反
講
習（
２
時
間
）　

　

3
月　

日（
月
）　　

時　

19

１３

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

�
運
転
免
許
証
更
新
連
絡
書
を
確
認

忘
れ
ず
に

し
、
受
講
前
に
免
許
更
新
手
続
き

を
警
察
署
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

富
良
野
地
方
交
通
安
全
協
会

　
�
�
0
1
1
0

日
時　

3
月
8
日（
木
）　　

時　

分

１３

３０

〜　

時　

分

１５

３０

※
原
則
第
２
木
曜
日

申
込
み
・
問
合
せ

　

は
ー
と
ま
ね
ー
セ
ン
タ
ー（
富
良

　

野
保
健
所
内
）

　
�
�
３
１
６
１

　

多
重
債
務
な
ど
を
理
由
に
心
の
問

題
を
抱
え
て
い
る
方
を
対
象
に
毎
月

１
回
、
司
法
書
士
が
生
活
相
談
、
保

健
師
が
心
の
健
康
相
談
に
無
料
で
応

じ
ま
す
。

　

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

は
ー
と
ま
ね
ー
セ
ン
タ
ー

保
健
福
祉
課 
健
康
推
進
班

�
�
6
9
8
7

日
時　

3
月
6
日（
火
）　　

時
〜　

１３

１６

時
※
毎
月
第
１
火
曜
日

場
所　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か

み
ん

行
政
相
談
委
員

　

田
中
博（
南
町
２
丁
目
１
番　

号
）

１３

　
�
�
２
８
８
２

問
合
せ

　

総
務
課
総
務
班

　
�
�
６
４
０
０

　

行
政
相
談
を
行
い
ま
す
。
国
の
仕

事
や
サ
ー
ビ
ス
、
各
種
制
度
の
手
続

き
、
困
り
ご
と
や
苦
情
・
意
見
・
要

望
を
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

担
当
す
る
役
所
が
不
明
の
場
合
や

複
数
の
役
所
に
ま
た
が
る
場
合
な
ど

で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談

総
務
課 
総
務
班�
�
6
4
0
0

無
料
相
談

広
報
広
聴

町
民
ポ
ス
ト

町
民
生
活
課 
自
治
推
進
班

　
　
�
�
6
9
8
5

　

町
で
は
行
政
施
策
や
ま
ち
づ
く
り

な
ど
に
対
し
て
ご
意
見
を
い
た
だ
く

た
め
に
、
町
民
ポ
ス
ト
と
町
行
政

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
電
子
ポ
ス
ト
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

町
民
ポ
ス
ト
設
置
場
所

　

役
場
庁
舎
、
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
か
み
ん
、
社
会
教
育
総
合
セ
ン

タ
ー
、
公
民
館
、
町
立
病
院
、
郵
便

局
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
中
茶

屋
、
駅
、
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
上
富
良
野
支

所行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
合
せ

　

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

　
�
�
6
9
8
5

町民ポスト電子版
QRコード

http://www.town.kam
ifurano.hokkaido.jp/

防
災
行
政
無
線

Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
サ
ー
ビ
ス

町
民
生
活
課 
自
治
推
進
班

�
�
6
9
8
5

　

防
災
行
政
無
線
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象　

聴
覚
障
が
い
者
、　

歳
以
上

６５

の
耳
の
遠
い
方

応
募
方
法　

町
民
生
活
課
自
治
推
進

班
又
は
保
健
福
祉
課
福
祉
対
策
班

に
あ
る
申
込
書
に
記
入
し
、
F
A

X
又
は
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

　
�
�
6
9
8
5

　
�
�
5
3
6
2

　

保
健
福
祉
課
福
祉
対
策
班

　
�
�
6
9
8
7

　
�
�
5
7
8
8

シ
ベ
リ
ア
強
制
抑
留
者

保
健
福
祉
課 
福
祉
対
策
班

　
　
�
�
6
9
8
7

　

シ
ベ
リ
ア
強
制
抑
留
者
の
皆
さ
ん

へ
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま

す
。

対
象　

シ
ベ
リ
ア
強
制
抑
留
者
で
、

平
成　

年
６
月　

日
現
在
に
存
命

２２

１６

で
あ
り
、
日
本
国
籍
を
有
す
る
方

請
求
受
付
締
切　

３
月　

日（
土
）

３１

請
求
先
・
問
合
せ

　

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

　

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　
�
0
5
7
0
‐
0
5
9
‐
2
0
4

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　
�
0
3
‐
5
8
6
0
‐
2
7
4
8

特
別
給
付
金


